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	拘禁刑導入の
	背景と現状
	改善のための矯正から、
	再社会化のための更生へ。
	制度が変わるとき、
	矯正現場では
	何が起きるのか。
	13:30–16:30
	参加申込　→　

	中島 学 先生
	矯正行政を知る人は、
	なぜ今「対話」に可能性を見いだすのか。



